
組織名称 （株）綾・野菜加工館

業種 食料品製造業

代表者名 代表取締役　税所　篤三郎

所在地 宮崎県東諸県郡綾町大字南俣１１２３番地

連絡先 TEL：0985-30-7311　FAX：0985-30-7322

取扱品目 冷凍野菜　１０　割

従業員数 ７３名（正社員１０名、非常勤職員６３名）

平成18年12月 株式会社　綾・野菜加工館設立

平成19年2月 操業開始

平成19年10月 大型フリーザー等新規設備の設置

平成21年8月 洗浄ラインの一部改修

（１）基礎情報

主な野菜品目 ほうれんそう ごぼう こまつな さといも ねぎ いんげん

主な用途

年間使用量 １８００ｔ １８０ｔ ８０ｔ １００ｔ １２０ｔ ４０ｔ

国産使用比率

熊本県
宮崎県

鹿児島県
宮崎県

(11月～4月） （7月～12月） （11月と6月） (9月～10月） （4月～8月） （5月～6月）

主な原料調達先 生産者団体
生産者団体
中間事業者

原料の受入形態 7kg/cs 10kg/箱 7kg/cs 20kg/cs 10kg/箱 10kg/cs

製品出荷先

注：年間使用量、国産使用比率は２５年度データ

食品加工

丸忠園芸組合

冷凍野菜

生協系列３割強、ファミレス等業務用３割、スーパー等量販店３割弱

１００％

生産から製造まで一貫した体制により安心
・安全な商品づくり

～（株）綾・野菜加工館(宮崎県綾町）～

２　取組の推移

１　組織の概要

宮崎県
主な産地
（入荷時期）

３　加工・業務用野菜の取組概要



８　その他

①国産野菜の安全性について消費者への啓発活動の強化。
②ほうれんそうの連作障害対策。

４　販売先の開拓

５　課題とその対応

（２）取組の特徴

（４）関係機関の支援

付加価値のある新たな商品の開発。

生産者に対しては再生産できる価格を提示することで安定的かつ継続的な契約栽培。また、実需者には
現地を見てもらうことで安心・安全の農作物を作るにはコストがかかることを理解してもらい適価で安定
的な取引を継続。

６　取組成果

７　今後の展開

工場で使用する農産物のほとんどは関連企業である農業法人「丸忠園芸組合」及びその契約農家から
購入。肥料など農業資材についてはすべて丸忠園芸組合が支給し統一管理体制で生産。これにより実
需者が求めるトレーサビリティに対応できるとともに生産から加工まで一貫して手がけることで安定した
供給体制を構築。

①葉物のような鮮度が重要な野菜は午前中に収穫しその日のうちに、午後収穫したものは翌朝に冷凍
処理することを基本。
②実需者に生産現場、製造現場を見てもらうことで国産野菜のメリット、安全性について理解を深めても
らう。
③野菜本来の風味を損なわないよう加熱処理は「スチーム」で行う。

（３）国産原材料の使用理由

①生産者と一体となった農産物処理加工施設。
②実需者からの要請。

大型フリーザーを導入する際、政策金融公庫からの融
資。

付加価値の高い製品を購入する生協系販売割合を増加。

①異物混入を防止するため、多数の要員を配置するなど
十分なチェック体制を構築。
②工場の安定的稼働を図るためほうれんそうでは播種を
計画的（播種時期を５日単位で指示）に行い一時期に生
産物が集中しないように調整。
③豊作時には丸忠園芸組合の契約農家分を優先し、余剰
分は丸忠園芸組合直営農場分を破棄することで生産調整
を行う。

加熱処理（ブランチング）ライン

フリーザー前の選別


